* D ) 
リ ンー つの 6Ks kt 1 
し 「 PA 
RI 
9 W *43 
* w 
。 " | 


トー ンス ケル チ 周波 数 一 覧 表 


トー ン エ ンコ ー タ ダー、 
ョ ン 、 ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト ヒ J-2U 装着 時 の み ) 
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グレ ー ド アッ プ オ プシ ョ ン 
ッ カ トド バッ テリ ー バ パッ ク J〕 
EBP-2NA 


EBP-6NA_| 9.6 V 450mAH. 
EBP-7NA_17.2 V 700mAH. DC/DC コン パー ター 付 
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DJ-500SX 用 ソフ ト ケ ー ス (標準 サイ ズ ) 
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VHF/UHF DUAL BAND FM HANDY_ TRANSCEIVER 


DJ-50OX 
取扱 説明 書 


C/C た OL DJ-500SX を お 買上 げ い た 
だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に 
ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を 
ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ い 。 ま た 
この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 ご 使 
用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役 
に 9 だら ます 。 


アル イーリー 電 包 株 式 会 社 


_ 川 


周波 数 範囲 VHF 144000 て 145.995 MHz 
UHF 430.000 て 439.995 MHz 

空中 線 イ ン ピ ー タ ンス : 509 

電源 電圧 : DC 5.5<12V 

外形 寸法 : 58 (W)x 176 (H) X30 (D) mm (突起 物 を 含ま ず ) 

重 量 : 約 435g ( 単 3x6 本 使用 時 ) 

メモ リー チャ ン ネ ル : 20CH 

電波 の 型式 : F3 

司 送信 部 

送信 出力 : 65W (VHF, EBP-8NA 使用 時 ) 
5.5 W' (UHF, EBP-8NA 使用 時 ) 
2.5W (VHF/UHF, 定格 9V 時) 

変調 方 式 ・ リア クタ ンス 変調 

最大 周波 数 偏 移 : 土 5kHz 

スプ リア 2 ス 発 射 強度 : 一 60 dB 以下 

古 受信 部 

感度 :12dBSINAD 一 12 dB 以下 

中 間 周 波数 : 55.05 MHz, 455 kHz 

低 周波 負荷 イン ピー ダン ス :8 0 

受信 方 式 : ダブ プル スー パー へ ヘテロダイン 


し イリ 電 了 株 式 会 社 


@ 本 社 ・ 大 阪 支 店 : 〒540 大 阪 市 東 区 城 見 2 丁目 1 番 61 号 (ツイ ン 21 MID ビル 23 暗 ) 人 き 06-946-8140 (代表 ) 
e 東 京 支 店 〒170 東京 都 豊島 区 東池袋 3 丁目 1 番 1 号 (サン シャ イン 60 22 階 ) 人 き 03-983-9361 (代表 ) 

@ 札 幌 営 当 所 〒O60 札幌 市 中 央 区 北 1 条 西 2 丁目 1 和希 (札幌 時 計 台 ビル 4 暗 ) な き 011-231-7712 (代表 ) 

e 仙 台 営 業 所 〒980 仙台 市 一 番 町 4 丁目 6 番 1 号 (仙台 第 一 生命 タワ ー ビ ル 8 階 ) な 022-22 1-8220 (代表 ) 

@ 名 古屋 営業 所 :〒460 名 古屋 市 中 区 栄 2 丁目 1 番 1 号 (日 土地 名 古屋 ビル 15 暗 ) な 052-212-0541 (代表 ) 

@ 祖 岡 営業 所 :〒812 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 6 号 (第 3 博多 科 成 ビル 10 階 ) き 092-473-8034 (代表 ) 

@ 広 島 営 業 所 : 〒730 広島 市 中 区 本 川町 2 丁目 6 番 11 号 第 7 ウエ ノ ヤ ビル 3 暗 倫 082-293-8830 ( 穫 表 ) 

e サー ビス 技術 課 : 〒170 東京 都電 各区 東池袋 3 丁目 1 番 1 号 (サン シャ イン 60.22 暗 ) な 03-983-9361 (代表 ) 

@ 工 場 : 〒569 大 阪 府 高 槻 市 三島 江 1 丁目 1 番 1 号 な 0726-77-0342 (代表 ) 
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1. ー 量 で 超 コ ン パ クト サイ ズ ( 約 435 g)。 

2. 送信 出力 は 最大 6.5 W (144 MHz 帯 )、5.5 W (430 MHz 
帯 ) の ハイ パワ ー。(EBP-8NA 使用 時 ) 

3. クロ スバ ンド ・ フ ル デ ュ ー プ レッ クス 運用 が 可能 。 

4. 選 局 は 便利 な 10 キー ボー ド と デジ タル コン トロ ー ル の ダ 
ブル 方 式 。 

5. オー トバ バッテリー セー プ 機 能 付 。 

6. 20 チャ ン ネ ル メ モリ ー 機 能 付 。 

7. 144 MHz 常 と 430 MHz 帯 の オル タネ ー ト スキ ャ ン 機 能 
付 。 

8. DTMF 機能 付 。 

9. トー ン エ ンコ ー ダ お よび トー ンス ケル チ 周 波数 を 別々 に 設 
定 可能 。( ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト は オプ ショ ン ) 

10. 豊富 な オプ ショ ン 。 
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直射 日 光 が あ た り 高 温 に な る 場所 、 ス トー ブ プ や 高温 に な る も 
の の 近く 、 雨 や 水しぶき が 直接 か か る 所 、 又 ほぼ こり や 振動 の 
多い 所 な ご で の 保 堂 や 運用 は さけ て 下さ い 。 

改 本 様 は 電池 専用 機 で す 。 外 部 電源 を 直接 接続 する こと は 機器 
の 故障 の 原因 に な り ま す の で 絶対 に さけ て 下さ い 。 別売 の オ 
プション を ご 利用 下さ い 。 

且 電 流 を 発 尉 する まえ に 
ハム バン ド の 近く に は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され て い 
ます 。 ご これ ら の 無線 局 の 近く で 、 電 流 を 発射 する と アマ チュ 

ア 無 線 局 が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 思 わ ぬ 電波 障害 を 起 
こす こと が あり ます の で 、 移動 運用 な ど に は 充分 ご 注意 下さ 
い 。 
特に つぎ の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行なわ ず 、 必 要 
な 場合 は 管理 者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ う 。 
ルル 空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 及 び 中 
絶 局 周 辺 な ど 。 


ご 使用 の まえ に 川 


ご 使用 の 前 に 、 次 の 事項 を ご 確認 下さ い 。 
欠 彰 電池 の ③①、 づ を 正しい 方 向 に 入れ て 下さ い 。 


尋 付 属 り へ ヘリカル アンテ ナ を 完全 に 装着 し た 状態 で お 使い 下さ 
し Na 

尋 内 部 の コア ー や トリ マー 等 は 、 調 整 済 み で すか ム ら 絶対 に 手 を 
触れ な いで 下さ い 。 


(前 面 ) 


付属 の ヘリ カル アン テ ナ を 接続 する た め の コ 
ネクター で す 。BNC コネ クタ ー を 使用 すれ 
ば 整合 イン ピー ダン ス 50 0 の 外部 アン テ ナ 
を 接続 で きま す 。 


⑨VOL/ 電 源 ス イッ チ 
電源 の ON, OFF お よび 音量 調整 用 ツマ ミ で 
す 。 右 に 回 す と 電源 が ON と な り , さら に 回 
| す と 受信 音 が 大 きく な り ま す 。 


SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 

無 信号 時 の “ザー” と いう 雑音 を 消去 する ツ 
マミ で す 。 右 に 回 し て 雑音 が 消え る 位置 に 
セッ ト し て お きま す と 、 信 号 が 入っ た 時 だ け 
に 、 音 声 等 を スピ ー カ ー で 聞く こと が で きま 
9 も 


SQL (スケ ル チ ) スイ ッ チ 

_S(QL この スイ ッ チ を 押し た 状態 に し ます と その 問 
は SQL ツマ ミ の 位置 に か か わら ず 、SQL ツ 
マミ を 左 に 回 し 切っ た 時 と 同じ 動作 に な り ま 


SQL OFF 』. 
- 財 較 = スイッチ は ロッ ク 式 で す 。 
SQL ON 


⑳HI/LOW スイ ッ チ 

送信 出力 の 切り 替え スイ ッ チ で す 。 
使用 する バ パ バッテリー パック に より 出力 は 異な 
LOW HIGH り リ ま す 。 ス イッ チ は ロッ ク 式 で す 。 


『 生還 


RF ATT スイ ッ チ 
受信 感度 を 下げ る スイ ッ チ で す 。 ご この スイ ッ 
チ を 押す と 、 約 10dB 感度 を 下げ る こと が 
で きま す 。( こ の スイ ッ チ が 押さ れ て いる と 、 
弱い 信号 は 受信 で きま せん 。) ス イッ チ は ロッ 
ク 代 で す 。 
⑫LIGHT (照明 ラン プ ) スイ ッ チ 
LIGHT LCD の 夜間 照明 用 の スイ ッ チ で す 。 こ の ス 
| イッ チ を ON に する と 約 5 秒間 照明 ラン プ 
が 点灯 し ます 。 点灯 中 に トラ ン シ ー バ ー の 操 
作 を 行う と その 間 は 点灯 し て いま す 。 操 作 後 、 
約 5 秒間 で OFF に な り ま す 。 
また [|F| (ファ ンク ショ ン ) キー を 押し な が 
ら 押 す と 点灯 し た まま と な り 、 更 に |F | キー 
を 押し な が ら 押 す と 消灯 し 、 連 続 点灯 を 解除 
し ます 。 ス イッ チ は ノン ロッ ク 式 で す 。 
CALL/T.SQL (コー ル / ト ー ン スケ ル チ ) スイ ッ チ 
NN コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出す た め の ス イッ チ 
二 3 の 
この スイ ッ チ を 押す と 、LCD 上 に |CALL | が 
点灯 し 、 メ モリ ー 0 の 周波 数 が 呼び 出さ れ ま 
す 。 再度 押 す と 、 呼 び 出す 前 の 状態 に も どり 
の 
また 、|F| キー を 押し な が ら 押 す と T.SQL 
(トー ンス ケル チ ) が ON と な り ま す 。 再度 
同じ 操作 を する と OFF に な り ま す 。 ト ー ン 
スケ ル チ は 、 オ プシ ョ ン の *EJ-2U" トー ン 
スケ ル チ ユ ニッ ト を 装着 し た 場合 の み ON し 
ます 。 装着 し て な い 場 合 、 表 示 の み IT.saLl 
点灯 し ます が 、 ト ー ン スケ ル チ 動 作 に は な り 
朱 池 5。 スイ ツチ は ノシ ロッ ク 来 で す 。 
⑥SP/MIC ジャ ッ ク 
SP/MIC 外部 スピ ー カ ー や 、 オ プシ ョ ン の イヤ ホー ン 
(⑳ り マイ ク 、 イ ヤ ホ ー ン 、 ス ピー カー マイ ク を 接 
続 す る 端子 で す 。 
⑩F.LOCK スイ ッ チ 
[ 一 度 セ ッ ト し た 周波 数 や 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ 
ル が 誤操作 で 動か な か いよ うに する スイ ッ チ で 
す 。ON に する と PTT スイ ッ チ 以外 は 働か 
な く な り ま す 。 F.LLOCK スイ ッ チ が ON の と 
き は 、 ス イッ チノ プ の 下 が オ レン ジ 色 に な り 
LOCK に 
⑱PTT (プッ シュ ツー トー ク ) スイ ッ チ 
送信 、 受信 を 切り 替え る スイ ッ チ で す 。 この 
スイ ッ チ を 押し て いる 間 は 送信 状態 と な り 電 
波 が 発 人 射 さ れ ま す 。 送信 する と き は 、 こ の ス 
イッ チ を 押し な が ら マ イク ロホ ン に 向かっ て 
2 ま 30 


RESET スイ ッ チ 

電源 ON 時 に この スイ ッ ツチ を 押す と 、 メ モ 

リー に 記憶 され た 内 容 が リセ ッ ト さ れ ま す 。 

初期 設定 周波 数 は 、VHF が 145.000 MHz 、 

UHF が 433.000 MHz で す 。 

注 ) リセ ッ ト ス イッ チ は 、 ボ ー ル ペン 、 芯 の 出 
て いな い シ ャ ー プ ペン シル 等 で 押し て 下さ 
い 。 放 の 出 た シャ ー プ ペン シル や 、 先 の 軟 
ら か いも の で 押し ます と 折れ た な ど が 
セッ ト 内 部 に 入り 、 故障 の 原因 に な り ま す 。 


マイ クロ ホン 
エレ クト レッ トコ ン デ ン サ ー マ イ ク が 内 蔵 さ 
CN ま す 。 
送信 時 は 、 こ こ に 向かっ て 話し か け て 下さ い 。 
5 スピー カー 
尊 型 スピ ー カ ー が 内 蔵 さ まれ て いま す 。 
バッ テリ ー ケ ー ス 
単 ニ タイ ブ の 乾電池 を 6 本 収納 し ます 。 
バッ テリ ー リ リー ス ノ ブ 
電池 の 交換 な ど 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス を 取り 外 
す 時 に 使用 し ます 。 こ の ノブ を 上 側 に 押し な 
が ら パ ッ ク を 左 方 向 に スラ イド させ る と バッ 
テリ ー ケ ー ス を 取り 外せ ます 。 


(バッ テリ ー ケ ー ス の 取り 外し 万 )( バ パ バッテリー ケー ス の 開け 方 ) 


バッ テリ ー ケ ー ス 内 部 の ゆ 、 〇 表示 に 従っ て 単 三 電池 6 本 
を 人 れ ま す 。 


⑯LCD (液晶 ディ スプ レイ ) パネ ル 


回 本 己 本 | レ す / 
に 『 サ [CAU すり 『/ 


① 動 作 周波 数 お よび ダイ ヤル メ モリ ー No. 等 の 表示 を し ます 。 
周波 数 表示 時 は 、100 MHz 桁 か ら 表 示し ます 。 
メモ リー ロッ ク 表 示 
メモ リー ロッ ク を する と 点灯 し ます 。 
⑬③ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 表 示 
た と え は ば VHF の 1 チャ ン ネ ル な ら V1、UHF の 3 チャ ン 
ネル な ら ば U3 と 、 メ メモリー チャンネル を 表示 し ます 。 
(《① コ ー ル チャ ン ネ ル 表 示 
コー ルス イッ ツチ を 押し 、 コ ー ル チャ ン ネ ル を 呼び 出し て い 
る と き に 点灯 し ます 。 
トー ンス ケル チ 表 示 
トー ンス ケル チ 動 作 時 に 点灯 し ます 。 


| キーボード の 機能 に つい て 


『 に 1 ーー 4 る 』 NT( 1 ュ コ D る メ っ 
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計上 = と と トン スル だ ma プリ スー EK に MK 欠 は GyhrWY 寺 分 IP/] の 
4』 8 を Pl ーー パ h 二 Staz も あの ャ ニュイ * 衝 Pv 3。 た と か) に 4 し 。: マ ス 
IS グリ リョ ジン: 
の も iD・ 3 で 7 WT 。 = N 7 に 3 な 0 < 3 / 6] いい 民 っ AA 間 KW 3 5 日 
5 4 - に 。7 す 』 に 1 CC ・ 1 h 
・ 人 いる fj かり ま | する ここ を ーー に 1 納 * り っ 、 * 
と り まい 者 』 コマ VI TE DK 1 
数 字 の "1" の 
N w めい | 
NN レ 十 ニー 
( 周 〉 及び ダイ ヤリ 


数 字 の "2" の 入力 機能 な し DTMF 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) の” の 出力 


数 字 の “3" の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
数 字 の “4" の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
数 字 の “5" の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 

ea 数 字 の “6" の 入力 
問 放 Se5 才 | (周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
2 数 字 の の "の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
数 字 の “8" の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
人 数 字 の “9" の 入力 
Ninane | (周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 
YY 数 字 の "0" の 入力 
(周波 数 及び ダイ ヤル メモ リー) 


最大 16 桁 ま で の 数 字 を メモ リー させ る こと が で きる 、 ダ イヤ ル メ 
モリ ー モ ー ド に な り 、LCD に | DIAL | が 点灯 し て 周波 数 表示 が 全 
部 消え 、 ダ イヤ ル メ モリ ー 入 力 待ち と な り ま す 。 0 て 9 まで の キー 
を 押し ます と 、LCD に 右 か ら 順 に 左側 へ 流れ る 様 に イン プッ ト さ 
れ ま す 。 |F | キー を 離し て も ダイ ヤル メモ リー 入力 状態 の まま テン 
キー 入力 待ち 状態 を 続け ます 。 


ダイ ヤル メモ リー 操作 完了 時 、 も と の 周波 数 表示 に する た め の ダ イ 
ャ ル メ モリ ー ENTER キー で す 。 メ モリ ー が あれ ば |AUTO| 
| DIAL | と 点灯 し ます 。 


LCD が 周波 数 表示 の 時 は 機能 は あり ませ ん 。 
RG の イヤ ルズ モリ ー モ キー ド の と きぐ で の キー を 押す と 、 ウ グイ 
ヤル メモ リー は 消去 され ます 。 ダ イヤ ル メ モリ ー 消 去 キ ー で す 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー 周 波数 の 設定 モー ド に な り ま す 。 表示 は E 08 
| (初期 設定 ) となり 、1 M、100 K、CH step の どの (up/down) キー 
で も トー ン Noe. を 1 て 37 まで 切替 える こと が で きま す 。 各 ト ー ン 
No. に 対す る トー ン 周 波数 は 別表 の と お り で す 。 |F | キー を 離す と 、 
も と の 周波 数 表示 に も どり ます 。 ト ー ン スケ ル チ の トー ン No. は 別 
の ファ ンク ショ ン で 設定 を 行い ます 。 

表示 の E"” は エン コー ダー の 略 で す 。 


DTMF 
“B” の 出力 


D” の 出力 


SC 


、 | | | 膨 泊 数 玲 を VHF 帯 (144 MHz し | "VO スキャン 


1146 MHz) に する キー で す 。 
| | すでに VHF の と き は 機能 は あり ませ 
2 0 


デシ マル ポイ ント が 点 減 し て 、 こ の キー で 切り 替わる VHF と UHF 
| の チャ ン ネ ル を 約 3 秒間 ずつ 交 互 に 受信 し ます 。 受信 信号 が あっ て 
も 交互 に 受信 を 続け ます 。 

送信 する か 、 キ ー ボ ー ド の キー 操作 を 行え ば 解除 し ます 。 


ヘー 


ャ に て とい ご とっ いこ アア 
* に こす さら 。 ンー a_。 "一 た 肖 こ ー 6 で ー ピ - 誠 1 日 デア 
こ Yw だ 「 | り > h ー aw 1 N Ne 。 い ニー レッ レレ. いま - 1 
っ ば て と こよ fe で 由 生 義 S と も por トド パー て LLS や に ooY【 に 4 いき 2 て で 1 
7 を *2c ア ーー 2 mi: C SC さ Eric HI 半 ま < NN が SI の を トド 、 で を は かー て こ 
= ア NT 3 計 と く * = _ 1 』 4 「 3e ず イ W ーー ZS D て に で ご 。 AL *、 ll ha まき 、 ケ 
ビップ ィ ニコ *W Rnnii *e ズ ュ | に と ご PO スル 1r に ws あい ご 。 WS だ norw の 2 ヤセ せ に 7 入 ああ で 。 
・ 7m ェ キー- 7 こ < っ を きま 人 OS トド プリ) れれ すず と nr ン で と > Ne - ピ vs 
ー』 1 we: さ ー < 。 崇 7 こ at で や いく に に 2 に お に が ず * ミ だ 17 いう EE 志 の バリ) = 
トー TS - 本 へ テー こ で 5 ab) 「 * r た “ こ < こ キッ 2 た ャ デ < 「 
に の Ln > 宮 に ー =* ・ q3 ト wa 思 上 ー 2 ー 
またい - _- っ ni で Ja こき n た 135 て PB ^ で まし < 電 を の こす いし m - 
ゃ " > し FUT1 に ・ # が ez で - ご < 本 ー と ょ いう 0 に の 3 4 < うっ が る ちか la WW a ロロ * 齋 ニー ャ ー と 
ーー ァ W に * * ゃ ーー ーー 。 ーー 6 ー ce W まま ド る 
ーッ みつ ャ 』 が ! ンダ > ピピ 」 こ ソフ 上 ー 0 *、 ご 諾 


| | し | 周波 数 融 を UHF 帯 (430 MHz 
。 | 440 MHz) に する キー で す 。 

、 | すでに UHF の と き は 機能 は あり ませ | 
MK 5。 


| | … ビ ー プ ON/OFF スイ ッ チ 

BEEP 
メモ リー CH 切換 キー で チャ ン ネ ル を 変え た り 、 周 波数 を 変え る と 
き の 桁 が 上 下す る と き に 出る ビー ブ 音 (ピー と いう 音 ) の ON/OFF 
機能 で す 。 リ セッ ト 時 は ピー プ 音 ON と な り ま す の で 、 一 度 に この 
操作 を する と ビー ブ 音 は OFF と な り 、 さ ら に 行う と 再び ON と な 

り ます 。 


TI お SEKTIKRLEZIST 5 
: Eu( vi いい 7 て FT 
に 人 すい 邊 
ら # 1 は た 寺 ) =、 記 くい いき い MJ 劇 テ 遇 の + 和 1 
や 1 コ に エド ま > < jn】 で ご 3 コ 上 
Ii NE の ar 7 と 


洛 LU 、 [| キ 二 を 押し ながら B 中 に 押 け だ どき 
機能 な し 


ERE 


…LCD に |PTT OFF | が 点灯 し て PTT スイ ッ チ を 押し て も 
送信 で き な い よう に な り ま す 。 同 操作 を 再び する と |PTT OFF」 表 
示 は 消え 、 も と に も どり ます 。 


M ・ メ モモ リー ロッ ク 
MW 


LCD に "LOCK" が 点灯 し 、 そ の CH の 周波 数 は 、 キ ー 操 作 に よっ 
て 変え る こと が で き な く な り ま す 。 

同 操作 を 再び 行う と "LOCK" 解 際 と な り ま す 。 

(メモ リー ロッ ク 中 で も 、 CH の up/down は 行え ます 。) 


、 
呈 | マ | VHF の 2CH に な り 、 約 1 sec 以上 押 
識 斉 KMW 幸 記し 続け る と 連続 し て 0CHー9CH を 循環 
BE| | し ます 。 

叶 半 記 和 95 衣 | (メモ リ (CH は VHF で 0-9 の 10CH 
放り 衣 詳 記 | UHF で 0 一 9 の 10CH 計 20CH あり ま 
換 5et 回 … メモ リー CH down キー 

| | | 上 記 の メモ リー up キー と 同じ 機能 で す 
ID 細 | が 、 メ モリ ーCH が down 方 向 に な り 
半 9EiES3 交 | ます 。 

ん DUP 


7 人 は まさ. 含 : 1 MHz UP 2 
| 目 || | 現在 表示 の 周波 数 か ら 1 MHz up し ま 
sl マ 目 | 9。 | 秒間 以上 押し 続け る と 連続 し て 1 
NG 博 la VHz ずつ 周波 数 が up し ます 。 
| | 1MHzdown キ ー 
る SS ENC 一 / 十 時 

0UB 明 | 現任 表示 の 周波 数 か ら 1 MHz down し 
衣 守 86M ます 。1 秒間 以上 押し 続け る と 連続 し 
軒 昌 !。| (1MHz ずつ 周波 数 が down し ます 。 


%DUP ムレ ナ 、 
|。| VHF/UHF デュ ー ブ レ ックス ・ 人 
LCD に |V/U DUP | が 点灯 し 、 この 状態 で 送信 する と 、 バ ンド 切換 
キー で 表示 する V/U メモ リー CH で の 同時 送受 信 状 態 に な り ま す 。 
た と えば 、 パ ンド 切換 キー で V が 1CH、U が 5CH に な る 場合 
の 受信 状態 で この モー ド に し て 送信 する と U の 5CH で 送信 し な が 
ら 、 V の 1CH を 受信 する と いう 同時 送受 信 状 態 こ な お り ま す 。 この 動作 を する 
時 は 、 イヤ ホー ツン 又は イヤ ホー ンマ イク の ご 使用 を お すす めし ます 。 
ey 培 ト 生 ト AM 
ター は 、 送信 PO メー ター と な り ま す 。 
、、"J  … トー ン エ ンコ ー ダ を 使用 する か 、 し な いか 、 ま た 、 送 
信 オ フ セ ッ ト 方 向 を 設定 する キー で す 。 
| F | キー を 押し た まま 、 一 回 押す 毎 に 


EN ラー っ NO ポコ の ルー キツ クソ クレ ツク 
0 
の 設定 と な り ま す 。 | F | キー を 離す と 設定 完了 で す 。 


OFF SET 能 な 
|] オフ セッ ト 周 波数 股 定 キー 仙人 な し 
送信 時 の オフ セッ ト 周 波数 を 設定 する キー で す 。VHF は 0.60 MHz 、 

UHF は 5.00 MHz が 初期 設定 され て いま す 。 

| F | キー を 押し な が ら 、1M、100 kHz 、CH ステ ッ プ の up/down キー 


| OFF SET 


AS |4 | …・ 400 kHz up キー , 
| | 現在 表示 の 周波 数 か ら 100kHz up し |: 
中 室 有 月 | ます 。 1 秒間 以上 押し 続け る と 連続 し 


凍 人 | と つ BAN が m し ます 


2 ト / 二 還 で オフ セッ ト 周 波数 を 0.00 て 9.99 MHz まで 最小 10 kHz ステ ッ プ 
T.SQL SET 100 kHz down キ で 設定 する こと が で きま す 。 (CH ステ ッ プ up/down キー で の 設定 


iM Hi 
UP ラー | 現在 表示 の 周波 数 か ら 100 kHz down 
褒 | し ます 。 1 秒間 以上 押し 続け る と 連続 

1 守 Ni か | し て 100 kHz ずつ 周波 数 が down し ま 
4 : 計 、 雪 | 9。 


は 、 そ の 時 の CH ステ ッ プ (5k, 10k, 12.5k, 20 k, 25 k) に か か 
わら ず 、10 kHz で 動き ます 。) 
回 を 離す と 、 も と の 周波 数 表示 に も どり 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 
設定 完了 で す 。 

IM ・ トー ンス ケル チト ー ン No. 設定 


T.SQL SET 

トー ンス ケル チ の No. (周波 数 ) を 設定 する た め の 操 作 で す 。 初 期 
設定 は No.08 (88.5 Hz2) と な っ て お り 表 示 は Ed 08 と な り ま 
す 。(E は エン コー ダー、d は デコ ー ダ ー を 表わし ます ) |F | キー を 
押し た まま 1M、100 kHz、CH ステ ッ プ の どの up/down キー で 
も トー ン No. は 1 て 37 を 循環 し ます 。 | F | キー を 難 す と も と の 周波 
数 表示 に も どり 、 トーン スケ ル チ No. (周波 数 ) 設定 完了 で す 。 トー 
ン No. に 対す る トー ンス ケル チ 周 波数 は 別表 の と お り で す 。 


ISTE 較 隊 時 | STEP 

( Ye 4 | 
愉 | 尋 二 5 一 度 押 す 毎 に 設定 し た CH ステ ッ の 
評 良 四 (5k, 10k, 12.5 k, 20 k, 25 k) の い ず 
ii | れ か で 周波 数 が up し ます 。 1 秒間 以上 
、 | | 抑 し 続け る と 連続 し て up し ます 。 


FE 
て 
ヽ ト 
ノ 
で" 


STEP 機 
… CH ステ ッ プ up キー 4 | CH ステ ッ プ 切替 キー 


現在 設定 され て いる CH ステ ッ プ (05, 10, 125, 20, 25) の いずれ か 
を 表示 し ます 。 | F | キー を 押し な が ら STEP キー を 一 度 押す 毎 に 、 
人 導 5 UP PWR 125 
は 12.5 kHz 、20 は 20 kHz、25 は 25 kHz ステ ッ プ を 示し ます 。 
| F | キー を 離す と も と の 周波 数 に も どり 、 設定 完了 で す 。 


Y] リバ ー ス キー 


REV 

オフ セッ ト 方 向 が “ 十 " 又は “ー" 方 向 に 設定 し て ある 時 に 、 送 受信 
周波 数 関係 を 反対 に する 操作 で す 。 た と えば 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 
5.00 MHz 、 表 示 (受信) 周波 数 439.340 MHz で オフ セッ ト 方 向 "ー" 
と する と 、 ご この 操作 を 行う と 、 表 示 (受信 ) 周波 数 434.340 MHz 、 
オフ セッ ト 方 向 “ す " と な り 、 送 信 す る と 送信 周波 数 が 439.340 
MHz に な り ま す 。 再度 この 操作 を 行う と も と の 設定 状態 に も どり 
ます 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト 方 向 が 指定 し て いな いと き (シン プレ ッ ク 
ス ) は この 機能 は 働き ませ ん 。 


Y| … CH ステ ッ プ down キー 


REV 
一 度 押す 毎 に 設定 し た CH ステ ッ プ 
。 | 5k 10k 125k, 20k、 25k) の いずれ 
) 、 。 | か で 周波 数 が down し ます 。 1 秒間 以 
| | | 上 押し 続け る と 連続 し て down し ます 。 


